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　半世紀にもなるかぁ。。。19回卒小田新吉

　改まって振り返ると、50年前の幼稚園入学

からお世話になった。現校舎の位置に昔の、

木造校舎があり幼稚園の教室があった。

当時の入園は任意で、同級生の半数ぐらいが

入園写真に写っている。その写真を時々眺めてきたので当時の様子が今でも思い浮かぶ。幼稚園から小学低学年の頃の出来事では、教室に酔っ払いのじいさんが入ってきたり、牛

が入ってきた事もあった。現校舎の２階建て部分は、私達が４年生から新築の教室に入り５，６年と新しい校舎を使わせてもらった。当時放課後は毎日、全校生みんなが校庭で日が暮れるまで遊んでいた。ひまわり、ばんご(石蹴り)、ドッジボール、ソフトボール、鉄棒、相撲他諸々、校庭外では隠れんぼ、ビー玉、まるめん、駒回し等等、たまにはスイカ・びわ泥棒、隠れ家造り、うなぎ・どじょう捕り他、とにかく毎日遊びで忙しかった。運動会は大人も子供も、賞品狙いで全力疾走していたので真剣勝負がすがすがしく、応援も一生懸命で、酔っ払いのおっさんも常連で運動会を盛り上げていた。
1960年当時は親も先生も、子供が悪い事をしたら、よくゲンコツやビンタが飛んできた。子供ながら納得して怒られる事が多かったし、どつかれて学ぶ事も多かった。職員室では金庫の中に入れられると恐れていたが、床下に２人閉じ込められた事もあった。

ある先生の宿直には友達5～6人で泊まりに行った事がある。朝食のおかゆと目ざしが、うまかった事を覚えている。半世紀前の田舎の生活は裕福ではなかったが、人情豊かで伸び伸びと過ごせた環境は、太田小学校時代のよき思い出として心に残る。統廃合は時代の流れなので、寂しさよりも感謝の気持ちが込み上げてくる。今後の情報化時代では意外と地方が見直されて、自然と触れ合える田舎の環境は人気がでるかも知れない。閉校は終わりでもあるが新たなる時代の胎動を覚える。
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